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第 3 部 アドラー心理学で家族システムを読み解く 
１ 家族の在り方と変遷 
 ・結婚は、嫁入り？、個人（夫・妻）の集まり？ 
 
 
 ・ようこそ赤ちゃん（夫・父親、妻・母親、子） 
 
 
 
 ・三世代家族（世帯）⇒ 核家族（世帯）⇒ 一人世帯 
 
 
 
２ 家族システムを紐解く：  
（１）かじとり：状況に応じて権限や役割、ルールを変化させる 
 ・自己主張と決定権（リーダー） 
 
 
 ・役割（ルール）と話し合い 
 
 
（２）きずな：家族という意識でお互いに持つ情緒的結合 
 ・感情的に同一化させる（家族の結束化） 
 
 
 ・関係性を遠ざける（家族の離散化） 
 
 
３ アドラー心理学の活用 
（１）すべての悩み：対人関係の悩み？ 
 
（２）課題の分離：私の課題？、あなたの課題？、主体的に対応するのは誰？ 
 
（３）目的論的アプローチ：現状は過去が原因 ⇒ これからどうするの？ 
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４ 事例研究 
（１）地域で生活されている老夫婦（生活保護）と子の関係（終了案件） 
 ・夫：80 歳代、軽度認知症⇒脳内出血（寝たきり・胃ろう） 
 【課題】 
  療養型病院（介護保険施設）への入所、身元引受人（成年後見人） 
 ・妻：80 歳代、中度の認知症、独居生活が困難 
 【課題】 
  特別養護老人ホームへの入所、身元引受人（成年後見人） 
 ・子：脳内出血で寝たきり（要介護５） 
 ・子：死亡 
 ・子の妻（キーパーソン）、孫（父子世帯）と同居 
 
（２）70 歳代の男性（生活保護）と子の関係（終了案件） 
 ・男性：70 歳代、結婚・離婚を２度、人工透析(３回/週)、膀胱がん 
 【課題】 
  独居生活を希望、家族関係の希薄、介護・医療サービスの利用（後見人） 
 ・子：妻（キーパーソン）・孫・孫 
 ・子：夫・孫 
 
（３）70 歳代の男性と妻・子の関係（相談案件） 
 ・男性：両目に疾患（大学病院に通院）、預金（数千万円）、賃貸資産・有 
 【課題】 

有料老人ホームに入所（本人のみ）、身元引受人（任意後見人） 
 ・妻：老老世帯（現在）、自宅での生活、経済的に自立（預金・自宅所有） 
 ・子：独立・別居 
 ・子：独立・別居 
 
【まとめ】 
・現状 
 
 
・課題 
 
 
・対応 


